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き
継
ぐ
形
で
経
緯
を
記
し
、
近
況
報
告
と
し
た
い
。

【
武
蔵
野
文
学
館
準
備
室
報
告
】

「
武
蔵
野
文
学
館
」

開
館
を
め
ざ
し
て

「
武
蔵
野
文
学
館
」
開
設
ま
で
の
前
史
に
つ
い
て
は
、
松
村

武
夫
先
生
が
「
「
武
蔵
野
文
学
館
」
開
設
に
つ
い
て
」
（
「武
蔵

野
日
本
文
学
」
第
十
六
号
、
二

0
0
七
・
三
）
と
「
武
蔵
野
文

学
館
開
設
を
め
ざ
し
て
」
（
『
武
蔵
野
日
本
文
学
」
第
十
七
号
、

二
0
0
八
・
三
）
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
引

二
0
0
六
（
平
成
十
八
）
年
十
一
月
八
日
、
「
武
蔵
野
文
学
館
」

準
備
室
発
会
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
前
掲
「
玄
武
蔵
野
文
学
館
」

開
設
に
つ
い
て
」
に
は
、
発
会
式
の
際
の
署
名
一
覧
も
載
っ
て
い

る
。
二

0
0
七
（
平
成
十
九
）
年
度
に
は
、
武
蔵
野
校
舎
に
準
備

室
が
設
け
ら
れ
、
パ
ソ
コ
ン
や
机
、
本
棚
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て

二
0
0
八
（
平
成
二
十
）
年
十
月
二
十
九
日
、
「
武
蔵
野
文
学
館
」

発
足
式
が
催
さ
れ
、
正
式
に
開
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後

二
0
0
八
＼
二

0
0
九
（
平
成
二
十
＼
二
十
一
）
年
度
に
は
、

二
0
0
八
（
平
成
二
十
）
年
度
の

「武
蔵
野
日
本
文
学
」
第

十
八
号
（
二

0
0
九
・
三
）
で
は
、
「
武
蔵
野
特
集
l

「
武
蔵
野

学
」
構
築
に
向
け
て
①
ー
ー
」
を
組
み
、
特
集
論
文
を
五
本
掲
載

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
武
蔵
野
学
」
と
は
、
現
在
展
開
中
の

「
八
王
子
学
」
（
中
央
大
学
）
や
「
コ
ミ
ッ
ク
い
わ
て
」
（
岩
手
県
）

に
先
行
す
る
発
想
で
あ
る
。
「
東
北
学
」
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
）

や
「
京
都
学
」
（
立
命
館
大
学
）
の
後
塵
を
拝
す
よ
う
に
も
見
え

る
が
、
『
武
蔵
野
日
本
文
学
』
第
二
号
(
-
九
九
三
・
三
）
に
お
け

る
「
特
集
武
蔵
野
と
文
学
」
に
収
め
ら
れ
た
六
本
の
論
文
な
ど

を
み
る
と
、
用
語
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
「
武
蔵
野
学
」
に
通
じ

る
蓄
積
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

は
、
開
館
を
め
ざ
し
て
、
様
々
な
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

土

屋

忍
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一
．
秋
山
駿
文
庫

一
．
秋
山
駿
文
庫

一
．
秋
山
駿

一
．
秋
山
駿

二
0
0
八
年
十
一
月
作
成

貴

重

書

目

録

二

0
0
八
年
十
一
月
作
成

著
作
年
譜
（
暫
定
版
）
二

0
0
九
年
十
二
月
作
成

単
行
本
未
収
録
資
料
一
覧
（
暫
定
版
）

二
0
0九
年
十
二
月
作
成

あ
わ
せ
て
二

0
0
九
（
平
成
二
十
一
）
年
度
に
は
、
土
岐
善
麿

著
作
年
譜
と
黒
井
千
次
著
作
年
譜
、
単
行
本
未
収
録
資
料
各
一

覧
な
ど
の
作
成
も
開
始
し
、
関
連
し
て
「
〈
武
蔵
野
文
学
〉
研
究

会
」
（
代
表
者
・
土
屋
忍
）
を
開
催
し
た
（
計
六
回
）
。
そ
の
成
果

の
一
部
「
土
岐
善
麿
著
作
年
譜
（
一
）
」
が
今
号
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
「
東
歌
研
究
会
」
（
代
表
者
・
並
木
宏
衛
）
が
開
催

で
あ
る
。

目
録

元
教
授
の
秋
山
駿
先
生
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
五
八
二
五
点
の
資
料
を

整
理
す
る
た
め
に
、
「
〈
武
蔵
野
文
学
〉
に
関
す
る
基
礎
的
・
総
合

的
研
究
I
秋
山
駿
を
中
心
に
ー
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
院
特

別
研
究
費
を
申
請
し
、
採
択
さ
れ
た
。
二
年
間
の
主
な
成
果
物
と

し
て
以
下
の
四
点
が
あ
り
、
順
次
、
本
紀
要
に
も
掲
載
す
る
予
定

さ
れ
（
計
五
回
）
、
そ
の
成
果
は
本
紀
要
の
次
号
に
掲
載
予
定
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
文

学
館
は
世
界
で
も
珍
し
く
、
文
学
部
を
擁
す
る
大
学
の
附
置
機
関

だ
か
ら
こ
そ
展
開
で
き
る
こ
と
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
は
、
今

後
、
武
蔵
野
文
学
館
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。

協
力
に
も
恵
ま
れ
、
寄
附
講
座
「
〈
武
蔵
野
〉
の
記
憶
と
現
在
ー
ー

日
本
語
・
日
本
文
学
科
か
ら
の
発
信
—

ー

」
を
企
画
・
開
催
し

（
全
十
四
回
）
、
学
科
の
総
力
を
尽
し
て
「
武
蔵
野
学
」
に
関
す
る

多
様
な
研
究
成
果
を
公
開
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
こ
の
企
画
は
、

同
じ
く
寄
附
講
座
「
〈武
蔵
野
〉
の
記
憶
と
現
在
ー
ー
日
本
語

・

日
本
文
学
科
か
ら
の
第
2
信
ー
」
（
全
十
六
回
）
と
し
て
翌
年
に

引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
同
二

0
1
0
年
後
期
に

は
、
武
蔵
野
地
域
自
由
大
学
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
「
武
蔵
野
の

記
憶
と
現
在
I
古
典
文
学
を
中
心
に
ー
」
（
全
六
回
）
が
実
施

さ
れ
た
。
な
お
、
武
蔵
野
市
に
よ
る
二
回
の
寄
附
講
座
に
関
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
武
蔵
野
大
学
出
版
会
よ
り
二
冊
の
講
義
録
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二

0
0
九
年
十
一
月
に
は
、
三
鷹
市
に
よ
る

同
じ
く
二

0
0
九
（
平
成
二
十
一
）
年
度
に
は
、
武
蔵
野
市
の
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年
三
月
刊
行
予
定
の
図
録
を
参
照
し
て
ほ
し
い
）
。

最
後
に
、
今
後
の
課
題
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
ご
承
知
の
と
お

に
立
っ
た
文
学
者
ー
」
を
お
こ
な
っ
た
（
詳
細
は
、
二

O

太
宰
治
晒
屋
の
机
に
頬
杖
つ
い
て
』

(
D
i
0
の
会
編
、
は
る

書
房
）
が
刊
行
さ
れ
、
宮
川
健
郎
先
生
と
土
屋
忍
も
エ
ッ
セ
イ
を

寄
せ
て
い
る
。

し
、
日
本
語
・
日
本
文
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
も
組
み
込

ん
だ
。
ま
た
同
年
に
は
、
鼎
談
（
廣
瀬
裕
之
•
宮
川
健
郎
·
土
屋

忍
）
「
武
蔵
野
に
新
し
い
価
値
を
与
え
た
マ
ル
チ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、

国
木
田
独
歩
」
が
武
蔵
野
文
学
館
準
備
室
に
て
お
こ
な
わ
れ
、
季

刊
『
む
さ
し
の
』

2
0
1
0
年
夏
号
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
幸

い
に
も
、
「
武
蔵
野
文
学
館
」
開
館
に
向
け
て
の
外
的
環
境
は
、

徐
々
に
整
い
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
武
蔵
野
文
学
館
準
備

室
学
生
ス
タ
ッ
フ
有
志
が
集
い
、
武
蔵
野
大
学
め
学
園
祭
で
あ
る

摩
耶
祭
期
間
中
(
+
月
二
十
二
＼
二
十
四
日
）
を
活
用
し
て
、
企

画
展
示
「
土
岐
善
麿
•
秋
山
駿
•
黒
井
千
次
—
ー
武
蔵
野
の
教
壇

も
集
中
的
に
還
元
す
べ
く
、
講
義
科
目
「
武
蔵
野
学
」
を
開
講

ニ
0
1
0
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
本
学
の
学
生
に

太
宰
治
生
誕
百
年
企
画
に
関
連
し
て
、
『
三
鷹
と
い
う
街
を
書
く

り
、
武
蔵
野
文
学
館
は
開
設
し
た
が
、
「
武
蔵
野
文
学
館
」
は
ま

だ
な
い
。
「
武
蔵
野
文
学
館
準
備
室
」
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
準

備
室
に
常
駐
す
る
教
職
員
は
な
く
、
そ
の
活
動
は
卒
業
生
と
学
生

設
（
二

0
0
八
年
）
に
つ
い
て
、
各
報
道
機
関
や
他
文
学
館
、
あ

る
い
は
研
究
者
へ
の
告
知
に
努
め
て
き
た
が
、
関
連
し
て
学
生
有

志
が
中
心
に
な
っ
て
作
成
、
配
布
し
た
小
冊
子
『
北
海
道
文
学
旅

行
記
.l

(
私
家
版
、
二

0
0
八
年
、
約
百
部
発
行
）
は
話
題
を
呼

び
、
日
本
近
代
文
学
会
の
「
会
報
」
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
そ
う
し

た
活
動
を
引
き
継
い
だ
後
翡
た
ち
が
前
記
企
画
展
示
を
運
営
し
、

特
に
市
民
の
好
評
を
得
た
。
「
武
蔵
野
文
学
館
」
の
名
前
も
、
少

し
ず
つ
認
知
さ
れ
は
じ
め
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

「
武
蔵
野
文
学
館
」
が
誕
生
し
、
開
館
す
る
で
あ
ろ
う
将
来
に

向
け
て
の
助
走
は
、
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
の

た
び
の
本
紀
要
の
創
刊
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

を
ひ
と
つ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
さ
ら
な
る
研
究
、
調
査
、
報
告

に
努
め
、
開
館
へ
の
準
備
を
粛
々
と
進
め
て
い
き
た
い
。

（
っ
ち
ゃ
．
し
の
ぶ

本
学
文
学
部
准
教
授
）

の
有
志
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
「
武
蔵
野
文
学
館
」
の
開


